










要約:乳幼児突然死症候群は欧米諸国のみならず、わが国においても乳児死亡の原因とし

て重要な地位を占めている。特に乳児死亡率が世界最低のわが国では今後ますますその重

要性が高まるものと考えられる。近年、乳幼児突然死症候群の診断をより正確にしょうと

いう試みのもと、20 年ぶりに米国で定義の改訂が行われた。これに伴いわが国でも理解

しやすく、診断の正確性を高めるような定義の改訂と診断の手引きの作成を検討してきた

が、今回、最終案としてまとめ、さらにこれを基礎とした診断システムの必要性について

検討を行った。


